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知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[塗布型有機 EL（Electroluminescence）] 

 

今後、大きな動きを見せそうなのは有機半導体です。有機半導体材料は、溶液からの塗布によって薄膜

が形成可能です。従来の無機半導体材料を用いた場合に比べ、低コストで電子デバイス作製が可能である

と期待されています。 

その中で、有機 EL（Electroluminescence）照明については、すでに実用化への動きが始まっています。 

 

始めに有機 EL 照明の特徴、現状について確認しましょう。有機 EL 照明は、次世代の面光源として期

待されています。有機 EL 照明は、面発光でかつ超薄型・軽量である上に、形状に制約がなく透明にでき

るなどの特徴があります。現在、主流となった LED は、基本的に点光源であり、発熱への対応や広がり

のある面の照明などには、いろいろと制約、デメリットがあります。 

一方、最大の課題は価格です。現状では、有機 EL照明はパネル１枚で数万円程度とされています。（単

純比較はできませんが、LED 電球は 1 個で数百円程度です。）有機 EL 照明の普及を大きく阻んでいるの

が、この価格、つまり、コストです。 

 

そこで、着目されているのが、発光層を「塗布型成膜プロセス」で形成することです。従来の「蒸着製

膜プロセス」に対して、大幅なコスト低減が期待されます。 

 「蒸着成膜プロセス」では、真空装置内で原料を加熱して蒸発させ、ガス状になった原料を基板上に堆

積させる方法です。清浄環境下で成膜できる一方、原料の利用効率が悪く、また、技術やコストの面で真

空装置の大型化が困難なため、基板の大型化が難しいとされています。 

 これに対して、「塗布成膜プロセス」は、原料を溶かし込んだ溶液を塗布して、原料を基板上に堆積させ

る方法です。原料の利用効率がよく、また、真空状態を必要としないため、製造装置の大型化が比較的容

易です。このため、大幅なコスト低減が期待できます。 

 

 この塗布型有機 EL照明に対して、最も、積極的な企業が、MCパイオニア OLEDライティング株式会

社（出資比率 パイオニヤ：50％、三菱化学：50％）です。 

 

 
図 発光層塗布型有機 ELの構造（文献 1）より） 

 

 三菱化学とパイオニアは、2012年 6月に発光層塗布型有機 EL素子の開発に成功しました。それを受け

継いだ当社は、現在、本格供給開始に向けて、発光層塗布型有機 EL 照明パネルの量産化技術の確立を進
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めています。 

当社によると、本「塗布型成膜プロセス」により、生産コストを 10 分の 1 にできるとのことです。本

プロセスが確立され、価格が下がれば、有機 EL照明は一気に普及が進む可能性があります。 

 

ところで、市場はどのように予想されているのでしょうか。富士経済グループによると、LED照明の世

界市場は、2012 年の約 1 兆円から 2020 年には約 5 兆円へ拡大すると予想されています。しかしながら、

国内市場は数量ベースでは増加しても、コストダウンが進むことから、金額ベースは 2014～2015 年辺り

がピーク、その後、減少すると予想されています。 

 

一方、有機 EL照明の市場は、それに置き換わるように、2014年～2015年に市場が拡大しはじめ、2020

年には世界で 1.3兆円、その内、国内で 1,000億円が予測されるとのことです。 

果たして、これからの照明の主役はどのように移り変わるのでしょうか。興味深いところです。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 
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